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高 等植 物 の地上 部器 官 は、茎 の先端部 に存在 す る茎頂 メ リステ ムか ら形成 され る。

茎頂 メ リステ ムは盛 んに分 裂 を繰 り返 し、側 方部 か ら新 しい器官原 基や側方 メ リステ

ム を繰 り返 し作 り続 け る。植 物 は環境 か らの刺激 と内的な発 生 プ ログラムの進行 に基

づいて 、茎 頂 メ リステムか ら作 り出す側 方器 官お よび側 方 メ リステ ムの場 所 ・タイ ミ

ング ・アイデ ンテ ィテ ィ［ を調節 してお り、 このパ ター ンの違 いが植 物 の形態 に多様

性 を生 み 出 してい る。 申請者 は側 方 メ リステ ム形成 を調節 す る分 子 メカ ニズ ム を明 ら

か にす る 目的 で、 シ ロイ ヌナ ズナのAP2/EREBP型 転写 因子PUCHIの 機 能解析 を行

った。 野生型 の シ ロイヌナ ズナ で は、生殖 成長期 の初 期 に側枝 を数本形 成 し、その後

花 を継 続 して形 成す る。側枝 の基部 には葉 が形成 され るが、花 の基部 では葉 の形成 が

抑制 され る。 一方 、puehi変 異体 では花 の基 部 に小 さな葉 状の器官 を形成す るこ とが

前任者 に よ り明 らかに されてい た。 そ こで 申請者 はpuchi変 異体 の表現 型 を さ らに詳

しく調べ 、生殖 成長期 の初期 に形成 され る側 枝 の数 が多 くなる ことを明 らか に した。

この表現 型 は短 目条件 下で特 に顕 著で あ り、 同条件 下で生育 した野生型 よ りも側枝 の

数が顕著 に増加 す る と共 に、花形成 期 に移行 した後 も時々異所 的な側枝 の形 成 が観 察

され た。また、PU(灘 遺伝子 のmRNAは 花 を生 じる側方 メ リステ ム(花 メ リステ ム)

の向軸側 に発現 して いた。以 上の こ とか らPσCHJ遺 伝子 は花 メ リステ ムの アイデ ン

テ ィテ ィー とそれ に伴 う葉形成 の抑 制 に必要 で あ り、PUCHJの 機能 が欠損す る と花 メ

リステ ムが部 分 的、 あるいは完 全 に側枝 へ と転換 して しまい、且つ異所 的 な葉 が形成

され るこ とが強 く示唆 されたrfま た、Pσ ㎜ プ ロモー ター の制御 下でGFP・PUCHI

融合 タンパ ク質 を発現す る植 物 の解析 か ら、花原基 の向軸側 にお けるPUCHIタ ンパ

ク質 の活性 が 、花 原基 の背軸側 におけ る葉形 成 の抑制 に十 分で あ るこ とを示 した。次

に申請者 は、NPR1様 核 タ ンパ ク質 を コー ドす るBLADE-ON-PETIOLEI(BOPI)お

よびBOP2遺 伝子 の二重変 異体 がpuchiと 同様 の表現 型 を示す 点 に着 目 し、puchi

b(～plbop2三 重変異体 を作製 した。 その結 果、三重変異体 では各親株 に比 べて著 しく

花 の形 成 が抑 制 され 、替 わ りに多数 の枝 が形成 された。 さらに、花 メ リステ ム ・アイ

デ ンテ ィテ ィー の主要 な決定因子で あるLFYお よびAP1の 発 現が、三重 変異体 の茎

頂 におい て著 しく減 少 していた。 以上か らPσ α 丑、BOPムBOP2が 花 メ リステ ムア

イ デ ンテ ィテ ィー の決 定に関与す る重要 な因子 であ り、L.FYお よびAPIの 発 現 に必須

であ る ことが示 され た。PUCHIお よびBOP遺 伝子 の発 現はいずれ も側 方 メ リステム

に特異的 に起 こる こ とか ら、 これ らの遺伝 子がLFYやAPIの 部位 特異 的発 現 に重要

な役割 を持つ こ とが示唆 された。
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高等植 物 の発 生 ・成長 は体 の先端 部 に新 た な構造 を積 み重 ねてい くこ とで進 んで い

く。 地上部 で は節 ・葉 ・腋 芽 ・節 間か らな るひ と組 の構 造単位(フ ァイ トマ ー)が 、

茎頂 に あ る分裂組 織(メ リステ ム)の 働 きに よ り次 々 と積 み上 げ られ る。発生 が進む

に従 い、各 ファイ トマー を特徴づ ける性 質 で ある葉や腋 芽 の種類 と大 き さ、節 間部 の

長 さな どが、 内的 な発生 プ ログラム と環境 か らの刺激 によ り変化 してい く。各 ファイ

トマー の特徴 が どの よ うに決定 され 、 またそれ に影響 をお よぼす 内的プ ログ ラム と環

境 シグナ ルが どの よ うに メ リステ ムへ伝 達 され統合 され るのかが、植物 の発生 を理解

す るた めの もっ とも重要 な問題 の1つ で ある。 申請者 は本博士論文 の研究 におい て、

シ ロイヌナ ズナ のAP2/EREBP型 転 写因子PUCHIの 解析 を行い 、PUCHIがNPR型

核 内因子 であ るBOP1・BOP2と 共 に側 枝 の ファイ トマー か ら花芽 の フ ァイ トマーへ

の転換 を促進 す るこ と、初期 の花芽原基 にお け る一過 的 なPUCHIタ ンパ ク質 の蓄積

が花 芽 のアイデ ンテ ィテ ィー決定 と苞葉 の抑制 に十分で あるこ と、そ してPUCHIと

BOPI・BOP2が 花 芽アイデ ンテ ィテ ィーの決 定因子で あ るL.Z7’YとAP1の 発現 に必須

で あるこ とを示 した。 これ らの結果 は以下 の三点 にお いて重要 で ある。 一つ 目は、花

芽 ファイ トマー のアイデ ンテ ィテ ィー決定 に 関与す る新 たな主要 因子 を発 見 した点で

ある。今後 、PUCHIとBOP1・BOP2と の相互 関係 を明 らかにす るこ とで、花 芽の運

命 決定 にお け る新 しい分子 メカ ニズムの解 明 に結びつ くこ とが期待 され る。二 つ 目に

重 要 な点 は、GFP・PUCHI融 合 タ ンパ ク質 の解析 によ り、初期花芽 原基 の向軸 側 にお

けるPUCHIタ ンパ ク質 の蓄積 が胚 軸側 にお け る苞葉形成 の抑制 に十分 な ことを示 し

た点で あ る。この ことは、PUCHIが 何 らかの シ グナル を介 して葉 の形成 に関与す る可

能性 を示 してお り、 この作用機構 を詳 しく調 べ る ことで、苞葉形成 を制御 す るシ グナ

ル伝 達機構 の解 明への発 展が期待 で きる。三 つ 目として、PUCHIとBOP1・BOP2が

花 芽アイデ ンテ ィテ ィーの 中心 的制御 因子LFYとAP1の 上流で機 能 す るこ とを示 し

た点が挙 げ られ る。 これまで 、主に花成 制御 の研 究か らLI7［Y・・APIの 発 現 を促進す る

因子が数多 く同定 され てい るが、花芽特異 的な 翻Y・APIの 発 現が ど うして もた ら さ

れ るか につ いて は よくわか っていなかった。Pσ0班 ・BOPI・BOP2は 花芽特 異的 に

発 現す る こ とか ら、L.17Y・AP1の 部位特異 的 な発現制御 に重要 な役割 を持つ ことが示

唆 され、今後PσC班 やBOPの 発現制御機構 を調 べてい くことで、花 芽形成 にお ける

位 置情報 め形 成 とい う重要 な問題へ のアプ ローチが可能 にな る。 以上 か ら、本論文 は

植 物の発 生にお ける最重要 な問題 に対 して新 た な知見 と視 野 を もた らす もので あ り、

学術 上、応用 上貢 献す るところが少 な くない。 よって審査 委員一 同 は、本論 文 が博 士

(バイオサ イエ ンス)の 学位 論文 として価値 ある もの と認 めた。


